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⾃⼰紹介
 1994年 東京⼤学院 ⼯学系研究科 物理⼯学専攻 修⼠

プラズマプロセッシングに関わる基礎研究
 1997年 総合研究⼤学院⼤学 数物科学研究科 核融合科学 博⼠

核融合真空容器に適⽤するボロンコーティング膜へ⽔素吸収・放出挙動に関わる基礎
的な研究

 1998年 ⽇本原⼦⼒研究所 那珂研究所
中型トカマク JFT-2Mを利⽤した核融合に関わる実験研究及びプロジェクトマネジメ
ント（特に低放射化フェライト鋼の適⽤に関わる実験研究）

 2006年 (財)エネルギー総合⼯学研究所
原⼦⼒︓次世代軽⽔炉開発、原⼦⼒規制改⾰、
      福島第⼀原発事故の初期におけるデータ収集と分析
      スリーマイル島、チェルノブイリ事故の調査
      ⼈的過誤の分析、⾼レベル廃棄物処分の社会経済分析
再⽣可能︓太陽熱利⽤、PV利⽤に関わる規制改⾰の予備検討
エネルギー需給、CO2対策

 エネルギーモデルGRAPEなどの解析ツールを⽤いて、主に中⻑期の観点からのエネル
ギー需給の在り⽅の検討
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本⽇の内容
エネルギーの現在の使われ⽅と今後の⾒通し
 2050年を⾒据えたエネルギー需給⾒通しと、
低炭素技術

原⼦⼒の役割
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１．エネルギーの使われ⽅
と今後の⾒通し
エネルギーはなぜ必要か、何に使われているのか︖
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世界      供給 推移

出典︓Global Energy Assessment (2012) IIASA
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 人       欲         使           

 寒          火        

 調理               

 作業      人力 水車 牛馬              重機

 楽 移動     馬車 人力車  自動車 電車 飛行機

 便利 楽  暮     音楽隊 舞踊   家電 映画 各種娯楽施設

エネルギー需要とは

暗い…

サービス需要最終需要転換一次エネルギー

燃料使用量増加 出力増加 電灯使用 電源投入

H23エネ総研シンポジウム、季報エネルギー総合⼯学
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 一人 摂取                  日 人程度

 平均消費率                 時 人

 年間  

   単位       人

 石油換算       人

    以降  値  一人前  定義

エネルギーの⽤途をリアルに
想像するための定義の導⼊

現在の⼀⼈あたりの最終エネルギー消費は⽯油換算で約3トン、⼀次エネルギー
ベースでは約4トン。30⼈〜40⼈分のエネルギーを消費している計算になる。

多くの奴隷（⼀部はちょっとした魔法使い）にかしずかれている状況に相当。
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素材産業 9.5
鉄         紙

組立工業
自動車 機械
日用品 3.1

建築 土木関係
0.5

    業5.7各家庭 4.4 
空調 給湯 家電

     3.5?

輸出

輸出物流
2.6

農林水産 0.3

単位︓⼈前 (1⼈前︓2500kcal/day相当量）

国内では 主にモノの⽣産・流通・販
売に⼤部分のエネルギーを消費

2010年エネルギー統計より整理
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 個人 消費 急増   一人   約  人前

    生産 流通 素材 加工 輸送 販売   約  人前

 快適 暮   冷暖房 家電 自動車   約 人前

 人口 急増

 食料生産 増加 窒素肥料 農薬 機械化農業

 乳児死亡率 低下 保健衛生 暖衣飽食 抗生物質

この状態の好悪はさておき、この状態を維持するに
は先⽴つもの（＝エネルギー）が必要

エネルギー消費急増の原因は
⼤量⽣産・消費と⼈⼝増
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       論   年  前盛  議論      最近 下火 

       革命    化石燃料枯渇論 沈滞気味 

    計算   今世紀中 化石燃料中心 燃料供給 可能

（出典）竹内哲夫、(独)原子力安全基盤機構
「科学技術と社会安全の関係を考える市民講
座」第2回（2006年11月）講演資料抜粋

⼤量消費⽂明を⽀えたのは化⽯燃料で
あるが・・
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⾮在来資源への期待は思ったほど⼤きくない。
⽯油楽観論は在来型資源の楽観論

       

既存油田

未開発油田

未発見油田

超重質油

三次回収
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   協定     年  月 日 発効

 各国 宣言       全 不足 追加的 取 組  必須 

 世界    向  着実 取 組       化石燃料        

 安 燃料 利用   低炭素化 邁進     現実問題   可能  

気候変動緩和に向けた取り組みが世界
の合意事項に。
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２．2050年を⾒据えたエネル
ギー需給⾒通しと、低炭素技術
 
2 ⽬標を実現するには何をすべきか




